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ノロウイルスによる食中毒の予防について
　
　このことについて、厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視安全課長から別添のとおり、通知がありました。
例年、ノロウイルスによる食中毒は冬期に多発し、１件当たりの患者数も多くなる傾向にあることから、公衆衛生上、大きな問題になっています。
県内においても、平成28年11月から平成29年３月の期間に、ノロウイルスによる食中毒は３件発生しており（患者総数171人）、そのすべてにおいて調理従事者に症状があったにも係わらず調理を行っていた等、調理従事者の衛生管理に不備が認められました。
ついては、本シーズンにおけるノロウイルスによる食中毒の発生防止のため、下記のとおり、医療施設、社会福祉施設、教育施設等の関係施設に対し、調理従事者の衛生管理について周知いただくとともに、その徹底が図られるよう特段の配慮をお願いします。
記

＜ノロウイルスによる食中毒防止対策＞

１　調理従事者の健康管理の徹底

（１）衛生管理者は、調理従事者自身が感染しないよう、十分に加熱された食品を摂取すること及び便所、風呂等における衛生的な生活環境を確保することにより感染防止に努めさせるとともに、家族の健康状態にも注意させること。

　（２）衛生管理者は、毎日作業前に、調理従事者に健康状態を報告させ、その結果を記
録すること。調理従事者に下痢又は嘔吐等の症状があるときは、食品に直接触れる
業務に従事させず、直ちに医療機関を受診させ、感染性疾患の有無を確認すること。
　（３）ノロウイルスの感染が確認された調理従事者については、検便においてノロウイ
ルスを保有していないことが確認されるまでの間、食品に直接触れる業務に従事さ
せないこと。

２　手洗いの徹底

　　　　トイレに行った後、調理施設に入る前、盛付け行為を行う前など、適切なタイミ
ングで手洗いを徹底させること。
　　　　① 常に爪を短く切って、指輪等を外す

　　　　② 石けんを十分泡立て、ブラシなどを使用して手指を洗浄する

　　　　③ すすぎは温水による流水で十分に行う

　　　　④ 清潔なタオル又はペーパータオルで拭く

· ②、③を２回繰り返し、しっかりと手指を洗浄及び消毒すること（以下動画「ノロウイルス等の食中毒予防のための適切な手洗い」及び「改訂大量調理施設衛生管理マニュアル」参照）。
３　調理器具等の消毒の徹底
　　　洗剤などで十分に洗浄し、塩素濃度２００ppmの次亜塩素酸ナトリウム（※）で浸
しながら拭くこと。

· 次亜塩素酸ナトリウム以外の塩素系消毒剤（亜塩素酸水、次亜塩素酸水等）やエタノール系消毒剤には、ノロウイルスに対する不活化効果を期待できるものがあります。使用する場合、濃度・方法等製品の指示を守って使用してください。
　○具体的な食中毒予防対策については、リーフレット、ノロウイルスに関するQ&A及び関係通知（別添※２）を参照してください。
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